
「市長への手紙」ＨＰ掲載データ（平成 29 年 11 月分）

見出し 2911-23 県立久慈病院への緩和病棟の設置について

ご意見 県立久慈病院に緩和病棟を作り、退院できる患者と命が限られる重

病患者を分けてほしい。病棟が無理なら、緩和ケア認定看護師をもっ

と増やしてほしい。

回答 闘病に寄り添われたご家族のご心労のほどお察し申し上げます。ま

た、ご家族の訃報に対しまして、心からお悔やみ申し上げます。

さて、当市を含めた久慈医療圏の現状は、医師の不足により大変厳

しいものがあり、中核病院である県立久慈病院においては医師が不在

または不足している診療科があることから、市民のみなさまが医療体

制の充実を願うお気持ちは十分に理解しております。市といたしまし

ても、岩手県に対し、医療体制の確保・充実について要望を継続して

おりますが、早急に改善することは困難な状況です。

そのような中で、久慈病院には、「がん相談支援センター」が開設さ

れており、がんの治療等に関する相談の他、患者さんやご家族のケア

についても担っていると伺っております。また、緩和ケア病棟は、が

んなどを患った患者さんのがんに伴う身体と心の痛みやつらさを和ら

げ、その人らしく過ごせるよう支援するという役割を持つことから、

今回お手紙をいただき、その必要性を改めて実感したところです。

緩和ケア病棟の設置及び認定看護師の増員についての要望内容は、

県立久慈病院にお伝えするとともに、岩手県に対する要望事項への追

加項目としても検討してまいります。

なお、市では主に 40 歳以上※の方を対象としたがん検診を実施して

おります。がんの早期発見・早期治療につなげることができれば、が

んを克服できるようになってきています。そのためにも定期的ながん

検診の受診が重要と言われておりますので、がん検診の重要性につい

て、今後より一層の啓発に努めて参ります。

※子宮頸がん検診は 20 歳以上（女性）、前立腺がん検診は 50 歳以上

を対象としています。
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